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県
、
尾
道
病
院
の
移
転
支
援

リ
ハ
ビ
リ
セ
ン
タ
ー（
東
広
島
）も
整
備

県
は
、
新
年
度
予
算
案
に
東
広
島
市
の

「
県
立
障
害
者
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ

ン
タ
ー
整
備
事
業
」（
五
〇
〇
〇
万
円
）
と

「
尾
道
総
合
病
院
の
移
転
整
備
支
援
」（
一

億
二
七
〇
〇
万
円
）
を
盛
り
込
ん
だ
。

県
立
障
害
者
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ

ン
タ
ー
の
中
核
施
設
で
あ
る
医
療
セ
ン
タ

ー
の
再
整
備
と
耐
震
補
強
工
事
の
基
本
設

計
費
五
〇
〇
〇
万
円
（
債
務
負
担
行
為
と

し
て
二
年
間
で
一
億
円
）
を
計
上
。
既
存

の
東
棟
を
整
備
し
、
作
業
療
法
室
の
集
約

整
備
や
耐
震
補
強
な
ど
機
能
強
化
。
西
棟

を
撤
去
し
、
新
棟
を
建
設
（
手
術
室
の
拡

張
、
病
床
の
増
床
、
検
査
・
放
射
線
機
能

の
集
約
）す
る
。基
本
・
実
施
設
計
を
１
０

年
ま
で
に
終
え
、１
１
年
に
整
備
工
事
に
着

手
、
１
５
年
の
供
用
開
始
を
予
定
。

広
島
県
厚
生
農
業
協
同
組
合
連
合
会
に

よ
る
尾
道
総
合
病
院
（
尾
道
市
南
浜
）
移

転
建
替
え
に
対
し
、
地
域
総
合
整
備
資
金

の
貸
付
を
行
い
、
救
急
医
療
、
地
域
医
療
、

が
ん
対
策
の
充
実
を
図
る
。
同
市
平
原
一

丁
目
へ
移
転
し
、
敷
地
二
万
二
一
一
六
�

�
に
七
階
建
の
本
館
、
五
階
建
の
付
属
棟

を
合
わ
せ
総
延
床
面
積
三
万
六
七
一
八
�

�
（
三
九
三
病
床
）
を
建
設
し
、
１
１
年

５
月
の
開
業
を
目
指
す
。
事
業
費
は
一
三

〇
億
三
二
〇
〇
万
円
、
県
の
融
資
予
定
総

額
は
二
一
億
六
七
〇
〇
万
円
。

証
券
投
資
セ
ミ
ナ
ー

３
月
９
日
に
開
催

証
券
団
体
な
ど
で

構
成
す
る
証
券
知

識
普
及
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
（
東
京
）
は
３
月
９
日
、
リ
ー
ガ
ロ

イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
広
島
で
「
春
季
証
券
投
資

セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
く
。

同
セ
ミ
ナ
ー
は
、
証
券
投
資
へ
の
関
心

を
高
め
て
個
人
投
資
家
の
拡
充
を
図
る
た

め
、
全
国
二
一
都
市
二
八
会
場
で
実
施
。

広
島
会
場
で
は
、
株
式
達
人
コ
ン
テ
ス
ト

予
選
会
を
勝
ち
抜
い
た
在
広
証
券
マ
ン
三

人
が
「
株
式
市
場
の
見
通
し
と
銘
柄
の
選

び
方
」
を
解
説
す
る
。
入
場
無
料
、
定
員

三
〇
〇
人
。
申
し
込
み
は
日
本
証
券
業
協

会
中
国
地
区
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http:

//w
w
w
.e-
104.net/

）か
Ｆ
Ａ
Ｘ
二
一
一
―

一
〇
一
四
。

▽
東
洋
証
券
�株
広
島
支
店
は
３
月
１４
日
午

前
１０
時
か
ら
中
区
中
島
町
の
広
島
国
際
会

議
場
で
資
産
運
用
セ
ミ
ナ
ー
を
開
く
。「
逆

境
下
で
の
資
産
運
用
に
つ
い
て
」
を
同
社

の
井
上
武
之
相
談
役
、「
年
金
商
品
を
活
用

し
た
資
産
運
用
」
を
住
友
生
命
保
険
中
四

国
推
進
室
の
西
脇
英
樹
室
長
代
理
が
そ
れ

ぞ
れ
講
演
す
る
。
定
員
一
〇
〇
人
、
参
加

費
無
料
。

▽
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
�株
ハ
ー
・
ス
ト
ー

リ
ィ
（
西
区
草
津
新
町
）
は
、
同
社
一
階

の
交
流
カ
フ
ェ
「
ハ
ー
ス
ト
ー
リ
ィ
ハ
ウ

ス
」で
惣
菜
の
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
を
始
め
た
。

「
白
身
魚
の
春
巻
き
」、「
と
り
の
三
色
か
ら

あ
げ
」な
ど
の
主
菜
（
三
六
五
円
〜
）や
、

「
白
身
魚
の
ピ
リ
カ
ラ
丼
」
な
ど
の
丼
物

（
五
七
七
円
〜
）
を
提
供
。
週
替
わ
り
弁

当
（
七
五
〇
円
〜
）
も
あ
る
。

勤
労
者
の
方
々

は
、
寒
い
毎
日
で

す
が
頑
張
っ
て
仕

事
に
励
ん
で
お
ら

れ
る
こ
と
と
思
い

ま
す
。ノ
ル
マ
の
仕
事
量
が
多
く
な
る
と
、

「
め
ま
い
」
が
し
て
き
て
、
も
う
、
う
ー

ん
ざ
り
と
言
い
た
く
な
り
ま
す
よ
ね
。
さ

て
医
学
的
に
い
う
「
め
ま
い
」
と
は
ど
の

よ
う
な
も
の
で
し
ょ
う
。
こ
れ
に
は
三
つ

の
タ
イ
プ
が
あ
り
ま
す
。
即
ち
、
く
る
く

る
回
る
よ
う
な
回
転
性
の
め
ま
い
、
ふ
ら

ふ
ら
雲
の
上
を
歩
い
て
い
る
よ
う
な
浮
遊

感
の
め
ま
い
、
ふ
ー
っ
と
な
り
倒
れ
そ
う

に
な
る
め
ま
い
に
分
け
ら
れ
ま
す
。
急
に

起
こ
っ
た
場
合
は
回
転
性
の
要
素
が
強
く
、

慢
性
的
に
毎
日
の
よ
う
に
感
じ
る
場
合
は

浮
遊
感
と
な
り
ま
す
。

そ
れ
で
は
一
体
何
が
原
因
で「
め
ま
い
」

を
感
じ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
自
分
の
体
の

位
置
と
周
囲
の
空
間
の
位
置
は
、
無
意
識

に
一
体
と
し
て
感
じ
て
い
ま
す
が
、
こ
の

自
分
と
周
囲
に
ず
れ
を
感
じ
た
と
き
「
め

ま
い
」
と
な
り
ま
す
。
こ
の
位
置
の
感
覚

は
、
脳
、
耳
、
手
足
の
感
覚
、
目
な
ど
で

無
意
識
に
コ
ン
ロ
ト
ー
ル
さ
れ
て
い
ま
す
。

さ
て
、急
に
回
転
性
の
め
ま
い
が
す
る
と
、

メ
ニ
エ
ー
ル
病
を
思
い
浮
か
べ
ら
れ
る
方

が
多
い
よ
う
で
す
。
実
際
に
は
、
寝
起
き

や
頭
を
動
か
し
た
時
に
生
じ
る
良
性
発
作

性
頭
位
変
換
め
ま
い
と
い
う
も
の
の
ほ
う

が
多
い
の
で
す
。
こ
れ
は
時
間
と
と
も
に

徐
々
に
改
善
し
て
き
ま
す
。
最
近
は
生
活

習
慣
病
を
よ
く
耳
に
す
る
の
で
、
脳
卒
中

で
は
と
心
配
さ
れ
る
方
も
あ
る
で
し
ょ
う
。

脳
梗
塞
の
場
合
は
、
言
語
障
害
、
二
重
に

見
え
る
複
視
、
片
方
の
手
足
の
麻
痺
な
ど

を
伴
う
こ
と
が
圧
倒
的
に
多
い
の
で
、
ま

ず
こ
れ
を
確
認
し
て
下
さ
い
。
ま
た
同
時

に
強
い
頭
痛
や
吐
き
気
を
伴
う
と
脳
出
血

の
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
症
状
も

あ
る
よ
う
な
ら
す
ぐ
病
院
へ
、
無
い
よ
う

な
ら
ま
ず
は
落
ち
着
い
て
下
さ
い
。ま
た
、

お
年
寄
り
の
方
の
め
ま
い
も
多
く
み
ら
れ

ま
す
。
動
く
こ
と
が
減
り
じ
っ
と
し
て
い

る
こ
と
が
多
く
な
る
と
、
そ
れ
だ
け
で
筋

力
の
低
下
や
血
液
の
流
れ
の
調
節
が
悪
く

な
り
、
ふ
ら
ふ
ら
し
た
り
ふ
ー
っ
と
し
ま

す
。
職
場
の
ス
ト
レ
ス
が
高
じ
る
と
、
め

ま
い
や
だ
る
さ
に
も
な
り
ま
す
。

仕
事
に
メ
リ
ハ
リ
を
付
け
な
が
ら
、
あ

ま
り
く
よ
く
よ
せ
ず
心
豊
か
な
時
間
を
過

ご
し
た
い
も
の
で
す

ね
。
な
お
定
年
退
職

後
は
、
気
が
つ
い
た

ら
テ
レ
ビ
の
番
人
と

な
ら
な
い
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

う
あ
ー「
め
ま
い
」が
す
る

広
島
市
医
師
会
理
事

県
立
広
島
病
院
脳
神
経
外
科
主
任
部
長

木
矢

克
造

３
Ｇ
１５

Ｑ

見
出
Ｇ
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